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資料

早生植林材の現地視察報告

-中国華東地区のポプラ材一

山田範彦

Norihiko YAMADA 

Report on an inspection tour of fast-growing trees planted in China 

-Poplar wood in the Province of Santo and Kohso 

キーワード 早生植林材、 [:1-'匡|市京地区、ポプラ

1 はじめに

2007年 8月 25FI ~29 1:1にわたって、司 i 匡1 "'i" ~JI~地区(同

1 )を "Il 心に、ポプラ 1f~(~~;1也からその))[1工場および製Jill

Jlli示場にいたるまで悦察した。その概要について報告す

る。なお、百)]rl¥1先の一覧を表 1(こ不す。

2 ポプラ資源の現況

1983 1下、 'l'l判政J(Jは 「平jj;(紙化政策jを発動し、 "1"ffil 

f伝京地|文(Jl，~ìiiJ と長 7]ーに挟まれたJ2州 l也 ':-Ir) におけるホ

ブτラ 1'&(~~;による森林資悦の急上白を凶った。 また 、 'l' (:EI Jl)(

}(jは、CI(，京地|又においてJ長民労働力を総動員し rA!U般

官1] 訪問先の位世

ii1Iif川i同前」を行った。裁判[の{)t流水はこの地|ヌa のj也fを

通り 1i~淘に?主いでいる。 そのため、 1河瀧¥¥，諜i主ni淑1肌光]ヱ布IHはまt法!長;い羽折抑11叫i

(れ1~2m吋)で、イ{j伏j火\1流点 /1木'1<く j厄庖百毘j に泣述，し、人))作業で行うことができ

た。掘削土はクリークのjNjj革、 Wiソ'1<{lmn沿j判こりI;+:. IJ¥¥= 

lーされ、その」ーにポプラがJ筒井長されたc:与真 1)。また、

j見道がj長 j也沿い lこ2!;きやiIiされ、沿道11'U木、三lâ綜内 ~ii~民地を

WIむ慌に櫛林され、 r1i!:1{57林 (}，';J:I主l 綱~~;) Jと11千ばれてい

る 。 |在I{労材、の IF>l~JWd実 11\'11将は 3mX3m で、 II~ j:I~J{F.II \1上長 IJ.父

良・が 2~3m，平均イド 11 \1肥大成長は 3~5cm であり 、ほぼ 10

イ!ニで介1:kL V L iji.板川原本として伐採される。111地はほ

とんどが;o111で、 fLi:オζのマツ?浜しか1'1[(1:1'.していなかった。

さらに、北京 1，愉等で、，:':jJili!道路網が発注してきている

が、その沿線には，JiJ;状にポプラが111U支され、，V'X/jから伴i

JKに至る 500km以一|二のli!l'ijiilfrの11¥'1、ほ!まノえス111ー窓の}!JiJj;(は

かわらなかった。これら'1-'国の出品'なイ〈材資かj(と熱，JiJ:成

天然木のWi尚から'1-'1玉|は111界最大の介1:k製造吊をほこり、

林，;'(~~~ ) 11-J~llliÍi'~ t I ¥回となった (1)。

3 華東地区の合板・ LVL工業

臨7Ji'においては、介1:k・し V し製造工業はコ ンビナー

卜化しており、約5，000の合板・し VL工場がある。'-1]1主|

は合紘一製造 iD:が世界最大であるがそのほとんどはここ で

ノヒ注されている。 lì:í紘一はその下請けの家内仁楽でつ J;i~: し、

1;[2:燥まで::tJi値している。また、 j京木、むき心、表板のロ

ータジーレースそれぞれが完全分業化されている。

3. 単板製造工場

iì].1反製造コ場(ポプラ )JrT~，・むき心のローグリーレー

表 l 三i:'な訪1l¥1・比学')じ

訪問先(訪|削JI出) 場所 備考

海IIt争木業有限公.. ，1.恒信木業有限公行1.久美本業千三1"1以公子;1，
!恥祈 ふ材コンビナー卜および11i'(林地

単依ユ場， ポプ宅ラM:林地

f~j)j"木業イイ限公守! d主I'{i 円本|自iけし Vし工場

j'~j京林業大ヴ lTl~tiM利!-I~センター |十万九

昇華裳IIt行~r1;;j工場 (，lvlJ十| 総合木材JmT (まに |人)V~1ヰ)工場

事感門JX材p，'fj城 上海 定L¥料展示場
L一一一一一ーー
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写真 1 クリ ーク沿岸のポプラ

:与'.n2 ロータリーレース されるポプラ原木

ス) は 、 ほと ん どがみ1人LU場であ る。 ま ずぶ口直後20~

30cmの JJ~l木(与n 2) をIOcmTl~ J.t:までロ ー タリ ー レース

し、次に )] IJ のよJゐJに送られて5ιm:f~Î~広までむかれた後(与

点 3 ) 、 さ らに J]IJの工場に送 られて 2~3じmに ま でロ ー タ

リー レースされる。 なお、そのむける太さによってロー

タリー レース杉並の官lIij名が24なって くる(太くなるほ ど向

くなる)ので、その機械 を買える資本ノJによってこのよ

うな分業になっていると与え られる。

それぞれのlii.板 1:場は、 敷地内で伝てかけて大然i;吃燥し

て(写真-n合板・し VI，TJ.t}に11-¥荷する。 いずれのq1.

以」よJJ，yにおいて も、利j文したおtJ.Uは燃料と して切j'i']J育は

ノぞ/レプワ月((1';1としてIH1:!fされてお り、 tt、fffま りはかなり出

そう であった。

3 2 合板・ LVL製造工場

この地区に約5，000社(T.場)あるといわれている合

板 ・し VL 工場は、内装材製造 と j1~î包材製造の 2 つに大

きく 分けられる。 しか し、 いずれの一!日場において もtii板

のロ ータリ ー レース は I~I tlーでは行っていない。|人j装材製

造に IY] しては I~I 社で単似の合木ギチェッ ク と T引吃燥を行

っている場fTもある。 ここでの¥fl乾:版:はほ とん どがプレ

スを利川した存在級位jJiiを11'っている(写点 5)。 プレス

の熱源は?i~気で吟I 炭ボイ ラ ーを !lj し 、てい る 。 ま た、 仁場

においてf=1につくのは従業員の多さで、おそらく /:1木の

|司規模T.場の 10俗は働いている と思われた。合板 ・LV

L 製造は人の手を~するもので、あるが、歩間まりと 1 1 11質

の向上ーにかなりの入手をさいており 、上W-1反袋rpjれのテー

プ補修、核私斉1]欠 jj参加分の円訟イfj討ーをかなりの入手を~:

して尖泊していた。 しかも労働時間は10附In]の 2シフト

で休nは交代で取っているため、工場の週稼働H寺附jは20

/1寺院i]x7円の1LI011寺!日!にも及ぶ。 しか し、 従業員の月収の

平均は約 1，500元 (1元=干J3円 当日寺)で、この労働ノJコ

ス トの低さがし|コ国製介似の国際競争力を高めたw:囚であ

ると考えられた。訪問したx.場の放i也は広 く、J".場内の

スペースは大きく、機械設備 をi開設する余地はまだ多数

あ り、 今後~1:.Piiî\;を大 き く 1111 ばすこと は可能 と 思われた。

4 南京林業大学

rIU;~ Æ~<)長大学はrli京 Im ;'. 11に佐世し、 1 902+1三に創設され、

呪在の体ilJlJになったのは1952{1ーである。tf:境工学、木材

工学、化'字、屯一子、機械、 1 -:木、 'h'，'報 r.~ 、 終'自 工学、

人'-，'，1-]社会コ学等の J4γ 許jí 、 3 9学科 を j~Wす る理系の総合大

学であるc 学生数は約20，000人でがJ1， 500:t， の教II~~ が J:Fj;尊

に、11たっている。liljA した r'YJjf(緑化政策Jはポプラの

育将、 ill林、加J:、利mについて雨京林業大学:で、ののf先

によるところが大きい。その1内J人付、'J託谷5盗手について世育f磁 .造林分

盟山J-をj山市;y子活(:11:.'五l

いただいた。

4. ポプラ植林の現状 (唐羅忠博士の講義より )

""主l全ー!この然林資初;lはIuifs[1. 75億ha 、 ff!~積金は 1 25佐川

で外と北ifll、rH;tliに多い。木材消fJi'iEは 2. 7佑m:1 1. I位m"

の不足で4 0話、 1 ， 000伯、 I~'Jレ相 当 iitを 'I~~入している (2002'1竺

写点 3 ロータ リー レース されるむき心

写真」 単板の天然乾燥
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写真 5 上昇似の熱11i乾燥

末現在)0 IIJ地が石模化しているので、雨期は水詣が多い。

さ ら に人口が明))11 し、資 imlが不足 して liii坑が~主化してい

るため、大然林保識と人 l林育成を推illーしている ('li'JJf(

緑化政策 前述) 0 iu三京地|ヌのポプラ林のl白H'!は、カナ

ダ、 アメリカについでW:界 3蒋口 で糸句8007]11ど1(2002+1ー!日j)

であるが、カナダ、アメリカが天然林で、あるのにた!して、

，'!J国ではすべてが人 r材、である。他殺されるのは、 in1場、

1'1械、自J弘、 MI1弘、 A'li械の 5稀である。北部、米北部

はヨーロッパ系統の白協の公斜í' ， '，:，' ， N\ が、1'~:î~}I\は北アメリ

カ系統の県協の交4iUi，'，稲が 1:P' (放される 。 北部の 1~11必は成

長がiiliく、 =i:c(乙街路樹として仙状される。思似はItl!刊に

はないがI純で、イタリアから将人された。そのうち成長

が速く 、 í~j 止l 75 にリ1l く、気象宅一に I]IÍl い 3 ク ローンがNd去

されている。 tl~河流域にはイ' )昼i であるが、 R r:J 流域には

最適のクローンである。 こ の地I~での "1-'-作り成長町立30m3/

"1ムで約 15tのノ壬イ オマスノU;iU立があると試却 されている。

また、!りï Jml 、 {沙 |ジJ 、炭素吸収、 7J<: 資iIJ:lr!(ベヒの役'í~; 11 を来た

し、さ らにこれ らの糾 を売目し))111ーして地j成農:t(の"t活

|向上に千itiえっている。

ポプラには対í'株とJltfí株があり、 6~10{ドで伐探する。 T!T!・

子によ る天然更新もあるが人工林はほとんど押木造林で

ある。 さらに強脇村Iで、あり、 iffi!，irr，!で肥沃な上壊を必裂と

するが、 ，ìÎil&した 5 椅は出涜適応'I'~I:がそれぞれ具なる。

他殺方法は長さ 1 5~20cm 、 人;さ 1 ~ 1. 5 cmの押木WI を 3 ~

4 月に押 しつける。 1f~(林するド|的は次の 5 つがある。

。Jl'J1;.j'1~' パルプ、 MD卜、、 合紋・ LVしの材料川

包|め風林農地のl江l方を凶む([JLJ{-;;;;材、 ，iiijili:) 

@アグロアオレストリ ー 樹下に小麦、稲のj却すi

ま たはNx: ~)(

@家のl主lい

@高速道路治線の|切首

なお、 11JJ也では成長が必いため、 他栽されない。

適地(+['林地)を選jNし、合耳目的fi:手伝l」l:と自己iZを与えて

十世(1実して、集約的な杭βI! (枝打ちと JJe;J:i";) を:(Jう。

ド~，j京林業大学が作ー在する in:ì長 :tì の人 n はが)7 ， 500万ノ \で

'tli ，G~は94)JI13で、ある。そのうちポプラ林は62】7haと2/:3を

l主iめ、 蓄積;昂は3，000)Jm"である。37万haは 3年生以下の

:t.))U1i~林、 21 万haは 3~ 1 0年止|了 まで、の I，/，I 齢林、 1 0年生以-'~

の成立~\;j~、 1-;):4 万 h白で、ある 。

4 2 木材工業の現状 (張敏博士の講義から)

ポプラはrJ:t同木材 X.~の最も重要な原材料であり 、 8~

1 0年 ~I:'. oコものが最も多 く 使われる。

品も生産量が多いのがポプラまたはコウ ヨウザンな コ

アij(J.抜とした木質ボードで、 1998{1ーが約1，000刀m3、2006

"Ie，は7，lI29)Jm:1になっているo f?1iXは199811:.1， 0007;m¥ 

2006年 2，7297]'m:1である 。 イ|三 11\'110刀 m 旬、 J二件出可能な合1~

工場が15あり、かつては東北地区に合板製造工場が多か

ったがJ官近はそれより も市の7Jが多くなった。!14Iiili¥itは

1999"1'， 20 h m:l、2006"1ニ 6507Jm"と:急t科している。

近年、持ち家宅が市iくなり、主t築Jl'J材の需要がimえてお

り、そのため合板も作物が上国)mし、 22または25mmのもの

が多い。 さらにランパーコア合板も年!'I¥j1，000万m・3ほどと!"

);(-，)-るようになってきた。

li!1反、 合J訳、化粧i'ii板製造はそれぞれ分業化している。

ポプラのとIJ;.j 合71<: ょでは 1 00~150%-C、ii"紋に して天然乾燥

し 、 合水与え 1 5~ 30%で合板仁場に波される 。 これを天然i;吃

j来、ドライヤ一、ホン卜プレスをmいて1，1/10泊以 lごにする。

ポプラは成長が迎いので、あばれたりふQ'，'fIJれを起こした

りするのでテープで仰め、 また大きいfmがぬけたり する

場介も多いので Q í.1biの端材でJ~I!め込み、 2 11~"':\ I ，'íÍî後 1{7JJ

プレスをして補修した後l!riiり介わせる。ホットプレス後

サンデイングやノfテ注 りによって1.<.ifiI:fil)修をし、フェイ

スQi'1以を11111り付け、また一りンダーによってぷ，ilI，fJIl修をし

て2d!日となる。 フェイ スハJI.こはパ ビショウベココウ ::1ウザ

ンがJrJし、られる場合もあるが、 これらはポプラに比べ知l

L、本がHIし、られることが多い。

ロータリー レースr，ijの)jflJj;:の恭IJjJ(は鈍によ るノ ....))で、主i".

1biのドライヤーは煩川10の場介が多し、。 iP.似のbliJ糾はコア

に布n修JI'Iで入れる場合が多し、。 ここ 10{'1ユで介板のつ住民

は IU界 ーになった。

1¥111コI了を トーノ〕とする ブアイパーボードは1990{1"120)'j 

m¥2006イ|ーは2，'16775'ml-CそのうちMDFは2，222万m，lであ

る。ミじなJl'J途は複合フ ロー リングの材料である。 プア イ

ノtーボー ドの製造をねっているのは500社以上で、約600

の製造ラインがある。年11¥j:3， 00075ml生産可能で、 ijC.l1¥Jの

うl二政量120万m:1の製造コ以ーもあり、 MDI';についても W界

ーの化grjt!.~で-ある 。

パーティクルボー ド (pB) は、 J990"f 50)J'm:¥ 2006 

{I二843万m:I-C、約600tJが製造している。 しかしし 5mワJI年

以下のところが350H:以ト，ibる。製造ラインは約700で、あ

る。ホ ア、ラ の ììi板 J1'l ~'i二 はノぞノレプ'JJilië! として生4部日会 1 1 ー に 引

き取られる。
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写真 6 人l装材製材コーー場|人!の製 i引IJl~示場

:Lj・}'~ 7 it主l'iI11;1JT(ノj七場

ランパーコア合依は2001{I'-216方m"，200'1イl'880)imJ， 

2006イド 1，:)90 )5-111' とこちらも /-I:_ ， ;ìi -~:; を 1rllばしている。

集hX:材は1980{1三代にと|肢を1)¥1始し、lJU:L:は500，tl二五人 l二で‘

イrll¥J300万m'JJt:している。

アローリング材は竹を!J;(rlとしたものが多い。2000年は

1 U2'm~ 、 2006年は3_ 3位げの~k j;'( ßlがあった。 近付ーはI-IlJ F

のプローリング糾も J問えており、 2006年jJL:は2í&m~~1=泣二し

た。1!住Jj百似のアローリング糾 は2003{1三以降減少傾向にあ

って、 2006{1=-)Jtiむ1，500ノJIll1である。合板と集成材 あるい

は竹との佐合アローリングも明)111しており、 2006{1三jJtの

え|二~j1LL.':I}~は2 ， 500hm~で、ある 。 竹を木質材料として取り扱う

イl、業は200，tl:以上あり、 2006年の竹後合フローリングの/1

産主は507j-m~以上で、 80~90児は愉 11\ されている。 また 、

表面J1:桁化を11反りノ¥れ7ニプローソング材もでてきており、

A:Ji rlil処理による寸也、安 ílJ~1 の向上が図られている。

家具 [~;たの生産性l'jは 1990{1三 10億 ドル 20 05{1:- 41 '1億ド

ノレで、こちらも近年色、成長している。

合板、 パーティクノレボード、ファイパーボードの~tiE{i ，f!:~ 

の比は3:'1:3て‘あり、ボート、!一業の発展がめぎましい。建

築JTJでは1)、l装材がよ問えている。 これは大rll者11mでは)，出

て fjτ宅の~築が認められておらず、集合住吉のllt築ラッ

シュによるものである。

5，内装材製造工場と住宅部材展示場

1-1-1国都心部は戸建てft宅の建築禁JJ:になっているので、

集介住宅の内装の本質化がj流である。 ï~!:jJrr:集介住宅に

f Ì"!J'人々は 'II;~"f?:t )~Iが多いので、 Iftl級な I)'J~糾が好まれる 。

1!IJJ:)百材のものはほとんどなく、 合l夜、 LVL、ランハー

コア合板斜:に ~~ij級料のつき紋を nl~i りやj けたものが多い。

5. 昇華雲峰新材工場

このJ_場は高級内装材を専門に製造しており、 1995作

に操業し、従業員はが02，000人て、ある 。 I~I 工場一内にも !L(ぷ

場を設けている。 (写真 6)また、自ねでき交面にf!占るっ

き紋をスライスしている。 ト‘アi目、利をコウヨウザンのM，a
材で組み立てているものもあった。木J:場の{Iム問うむり 1--

げはが0500{;患いjである。

5. 2 喜盛門建材商城(建材展示場)

集合1:i='9::;の1λJU:について、 }j主主はこのような辿料展ぷ場

(写真7)におもむき、自分の 1=1で、iiすかめてできるだけ

高級感のある内装に仕上』ずる場合が多い。施工業ぞ;とと

もにこのような展示場を訪ね、この材でこのようにイl:1-・

げてほ しいと細かい指示をIJ'Iす場合も多い。また、外11昨

出111:.Jについても一部展示している。 日本の建材メーカー

も J~示していた。

6 まとめ

2007イr8 n 25 1-1 ~29 /:1にわたって、 ιl'iElij¥i京地区をrl]心

に、ポプラ の1fIH+:J也からその)mJ、製JI"JI( 7J'.; J;&'jにいたる

まで視探した。 その概~.は以|、のとおりである。

l ポプラは農地や集;芥の沿道、 r:h速道路IAiの2ドーj也に1U!(

放されており、 111地は岩山でイ氏本しかさ|ュえていなか

った。

2 ポプ'ラ合級・ LVLの製造の11"心であるi瓜祈は、本

材コンビブート化しており、約5 ， 00üt十の合1~ ・ LV

L工場がある。 ロータリーレースと II山り合わせる工

JtJは分業化しており、前者!ま家内 l業で、後おは大

JJH北工場であった。

:3 -Jj'仰J コストはかなり低く、 1 -1 - 1 匡Ill~の合板・ LV しの

l主l際競4(1))を111)めたと考えられ、lJUEはjI卜y)lーの生

Hi地である。

斗 11-1国政府の「平原料化政策」を後1-1[1しするため、 In

京林業大学て‘はイj'(>l1:J也区ーに制裁するポプラについて、

病山、古ーにリ~l く J&:長ーのよい 5 j'd，胞をヨーロッパやアメ

リカのポアラと交~ii 育砲した。

5. 'i-'illの者I¥iliiillは戸illてtiーとの建築は禁止されており、

'I~;l;・ 1~; J\èi は荷j )i~j:集合 1'1:'セに肘 1主する 。 そのため、内装

に凝る場合が多く、できるだけ同級なものが好まれ

る。

以上、わずか 51=1問の悦察であり、すべてを主主1!i}できた

とは思えないが、ポプラの11~[救 i)~i}lから)JII工利用、院11171

化までかなり合則的にシステム化されていたことと、 '5j'

{動コストの低さが印象的であった。
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